




 

活性酸素が白血球などの殺菌作用,脂質の酸化,放射線障害,炎症,免疫,発癌,制癌,白内障

動脈硬化,肝臓疾患などに深い関係をもつことが明らかにされてきた。また,染色体切断な

どの生命現象にも重要な役割をはたしていることから,活性酸素を不活化する酵素である

SOD(Superoxide dismutase)の研究が盛んに行われている。これに伴って SOD の定量,定性

のための多くの方法が検討されている。本研究は毛根や,生検などで得られる微量肝臓組織

を試料として用いた微量電気泳動法による解析法を確立することにある。 


